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三誠グループはさまざまな条件下で、最良のソリューションを提供しています。
G - E C S パイルの三 誠 が お 届 け するインフォメーション・ペーパー
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浦和CSBビル　新築工事
元請様と綿密な打合せを重ねながら工法を使い分けて施工しました。
昨年3月30日に開業した京王井の頭線高架下商業施設「ミカン下北」の複数店舗
工事。鉄道高架下で、施工地盤をひな壇のように造成していただいての施工でし
た。複数棟あり、棟ごとに基礎形状も異なる案件で、G-ECSパイル工法と柱杭一体
工法のECS-TP工法を組み合わせて施工しました。杭種も多様、現場の進捗に合わ
せた杭材製作が必要であったので、手配や整地段取り等、施工管理だけではな
く、協力業者も含めた三誠の総合力を問われる現場でした。

近隣に飛散物がなく施工できるG-ECSパイル工法が採用されました。
現場は、鉄骨7階建ての複合ビル。G-ECSパイル工法の採用で、セメント、固化
材を使用しないため、近接建物や通行人への飛散物が無く安全・安心に施工
できました。また、前面道路が狭く（片側1車線、2車線道路）交通量が比較的多
い現場でしたが、鋼管杭の使用で搬入車の台数が少なくすみました。下部層
支持の場合56ｍまでの打設が必要でしたが、G-ECSパイル工法で中間層支持
が可能となり、39.48ｍまでの打設となりました。

千葉出張所を移転。
８月より
業務開始します

浦和CSBビル 新築工事
埼玉県さいたま市浦和区
店舗・事務所ビル
S造7階
1070.2kN
43

φ318.5
39m
15本
GL-39.48m
2020年 4月（8日間）

名称
施工場所
用途
構造
設計支持力
先端N値

杭の種類
杭長
本数
杭先端深度
施工年月日

下北沢高架下店舗工事
東京都世田谷区
店舗
S造2階・S造5階
296kN~1296kN
31~50

構造物概要 G-ECS パイル工法、ECS-TP 工法

φ190.7、φ216.3、φ267.4、 φ318.5、φ355.6
6m~11m
220セット
1SL-9.4m、1SL-12.4m、2SL-11.7m
2020年 8月～2021年７月（69日間）
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構造
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杭長
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杭先端深度
施工年月日

構造物概要 G-ECS パイル工法
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下北沢高架下　店舗工事

新商品情報
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が

よ
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。

さ
ら
に
最
適
な
杭
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提
案
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
！

の開発や拡大翼化・大径化を進め［ケース1］→［ケース3］
という進化の歴史を辿りました。

営業、技術、設計、３本部の連携で最適な
杭の開発、設計、市場開拓を行います。
　当社の杭は摩擦力に期待しない所謂「支持杭」ですが、杭
先端の地盤に求められる N 値は建物の規模や重量によっ
て異なります。中小規模の建物であれば、深い位置に存在
する支持層に依らず、場合によっては途中にあるN値 20～
30程度の中間層を支持層とすることも可能です。
　この中間層止めに効果的な杭は、「かねてよりお客様から
強く望まれていた」（取締役営業本部長・高浜通）もので、そ
の市場ニーズを技術本部に伝えました。技術本部は、実験
を繰り返し、国土交通省大臣認定を取得するまでを担当。
「［ケース3］の開発には、苦労と工夫を重ねた標準翼の粘
土質地盤対応 N-ECS パイルの大臣認定取得の経験が大い
に役立った」（常務取締役技術本部長・小林俊夫）と営業本
部からのパスを受けました。
　設計本部は「大臣認定の審査が通りそうな段階から、これ
までの杭設計データと照らし合わせながら仕様書に仕上げ
る。［ケース3］では、建物の重さを支える鉛直方向に重点を
置いて設計を行った」（取締役設計本部長・野中勇吾）とい
う３本部連携プレーの成果です。
　地震動による水平方向の揺れに対する抵抗力は、杭の板
厚や本数を増やすことや、高強度の STK540 材の杭を使用

することで対応できます。
STK540 材使用の場合に
は、杭の本数を抑えた設計
が可能となるので、より経
済的な提案をお客様にする
ことができます。
　製品のラインナップが増
えることで、設計や製品管理
などの仕事は増加しますが、
お客様の要望に応えるため
の選択肢が多くなり、より経
済的な提案、より満足度の高
い提案が可能になります。
　三誠の杭は、もともと残土
を生ぜず、騒音も少ない地
球環境に優しい杭でした
が、鋼材使用量を減らすこと
ができる［ケース3］は、世界
的課題である SDGｓにも貢
献する杭と言えます。

＜新住所＞
〒260-0016　
千葉県千葉市中央区栄町42-11
日本企業会館716号室

ボーリング柱状図

ボーリング柱状図

※適用範囲： [ケース１のみ]長期　N≦50、短期　N≦33

適用範囲　
長期：5≦N≦50

短期：5≦N≦40

長期：5≦N≦30

短期：5≦N≦20

杭径
等価円
直径

特殊部
(STK490)

翼部
(SM490A)

特殊部
(STK490)

翼部
(SM490A)

Dp Dw 厚さ t1’
(mm)

厚さ t3
(mm)

厚さ t1’
(mm)

厚さ t3
(mm)

267.4A  267.4   733.4   16.0      40        8.0       32
267.4B   267.4  798.0   19.0      50       12.7      45
267.4C

※
267.4  880.6   19.0      50       12.7      45

呼称

【ケース１】 【ケース３】

ｔ3

ｔ1’

ｔ3

ｔ1’

NEW!

■N-ECS パイル拡大翼［ケース 1］［ケース 3］の比較
　杭径 267.4mmのみ表示（製品はφ267.4～φ508.0 まで）

【ケース１】 【ケース3】

N-ECSパイル
拡大翼

［ケース3］
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拡大翼の特殊部、翼部の板厚を抑え、
コストダウンに貢献します。
　昨年リリースしたN-ECS パイル拡大翼は、「中間
支持層止めの可能性を広げた」と、ご好評をいた
だいておりますが、今年はさらに提案の幅を広げ
られるN-ECSパイル拡大翼［ケース3］（以下、［ケ
ース3］と略）をリリースします。これにより、従来の
N-ECS パイル拡大翼を［ケース1］とし、［ケース1］
と［ケース3］を設計条件により使い分けていくこと
が可能になりました。
　新製品［ケース3］の特徴は、杭の軸の特殊部と
翼部の板厚を抑えたことです。現在の［ケース1］の
杭径φ165.2 ～φ508.0 の杭すべてに［ケース 3］
を適用することが可能です。特殊部と翼部の板厚
は、杭径により異なりますが、特殊部では 2.2 ～
3.3 ㎜薄くなり、翼部では３～９㎜も薄くなること
で、より経済的な設計が可能となります。
　この理由として、杭先端の設計Ｎ値は［ケース1］
の場合 5≦Ｎ≦50（長期）が適用範囲であったの
に対して、［ケース3］では 5≦Ｎ≦30（長期）の範
囲としているためです。Ｎ値が 30 程度の中間層で
は、従来の［ケース1］がオーバースペックになって
いることもあったため、このような地盤には［ケー
ス3］が最適な杭であると考えられます。

[ 最適な杭の提案 ]という思想で
三誠の杭を進化させています。
　当社が開発した最初の杭は、2003 年の 3 月に
国土交通省の大臣認定を取得したＥＣＳパイル
でしたが、このときはまだ、φ114～φ165 の細い
杭でした。その後、砂質地盤、礫質地盤に対応でき
る杭づくりを目指し、翌 2004 年に翼の後ろをカッ
トし、先端を丸くした G-ECS パイルを発売しまし
た。この G-ECS パイルが市場に受け入れられるこ
とで、現在の三誠の基盤ができました。
　弊社の杭は「お客様のニーズを満足し、設計条
件に適応した最適な杭で社会を支える」という思
想をもって開発しています。その思想を追求するこ
とで、G-ECS パイルは「より大きな径へ」、「より多様
な地盤（粘土質地盤）へ」製品開発が進められるこ
とになったのです。
　そして、2019 年にはより粘土質地盤に適した杭
として翼形状を変えた N-ECS パイルを開発し、そ
の後も、砂質地盤・礫質地盤対応のN-ECS パイル
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現
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、
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モ
ノ
づ
く
り
が
大
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で
す
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団
で
す
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営
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工
事
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最
適
な
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を
提
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す
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専
門
知
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い
ま
す
。

　
休
日
に
は
、
家
で
料
理
。「
残
っ
た
材
料
を
う
ま
く
処

理
す
る
た
め
に
、
何
を
つ
く
る
か
？｣

と
考
え
る
こ
と
が

頭
の
中
の
整
理
に
な
り
ま
す
。
調
理
方
法
は
レ
シ
ピ
サ

イ
ト
で
調
べ
て
や
れ
ば
、
だ
い
た
い
は
う
ま
く
で
き
ま

す
が
、
正
解
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
試
行
錯
誤
。

　
結
局
、「
モ
ノ
づ
く
り
」
が
大
好
き
な
私
で
す
。

工
事
本
部　
東
日
本
工
事
部　
工
務
技
術
課

　
　

  

和
田  

脩
平

設
計
本
部　
東
日
本
設
計
課　
北
関
東
営
業
所
駐
在

榎
本 

夏
菜
子

若手社員「三誠」を語る

79
社
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

対
面
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

　
３
年
に
渡
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
一
堂
に
会
し
て
の
販

売
店
会
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
は
よ
う
や
く

対
面
で
の
販
売
店
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、万

が
一
の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、３
会
場
に
分
け
、１
社
１
名
様
に
限
定

し
て
の
開
催
で
し
た
。

■
西
日
本
・
九
州
地
区
販
売
店
会　
５
月
16
日（
火
）

　
「
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
」

■
東
京
地
区
販
売
店
会　
５
月
18
日（
木
）

　
「
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」

■
東
日
本
地
区
販
売
店
会　
５
月
22
日（
月
）

　
「
ザ 

マ
ー
ク 

グ
ラ
ン
ド 

ホ
テ
ル
」

　
こ
の
３
会
場
に
計
79
社
の
販
売
店
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
密

度
の
濃
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
、
会
場
を
変
え
て
の
懇
親
会
。販
売
店
の
皆
様
と
弊
社
ス

タ
ッ
フ
が
、
お
互
い
の
笑
顔
を
見
な
が
ら
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
英

気
を
養
い
ま
し
た
。

新
年
度
は
売
上
２
１
０
億
円
達
成
の
見
込
み

―
―

社
長
・
丹
羽
伸
治
挨
拶
要
旨

　
２
０
１
９
年
２
月
に
就
任
し
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、
丸
４
年
が

経
ち
ま
し
た
。就
任
初
年
度
は
消
費
税
の
引
き
上
げ
と
東
京
五
輪
特

需
の
終
了
に
よ
る
建
設
需
要
の
停
滞
。そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
禍
の
大
混

乱
と
世
界
経
済
停
滞
。加
え
て
昨
年
は
東
欧
で
戦
争
ま
で
起
き
、
資
材

の
暴
騰
に
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
不
足
し
高
騰
す
る
、
と
い
っ
た
、
な

か
な
か
経
験
出
来
な
い
環
境
の
中
を
必
死
に
泳
ぎ
抜
い
て
参
り
ま
し

た
。今
日
こ
う
し
て
い
ら
れ
ま
す
の
は
、
一
重
に
皆
様
方
の
お
陰
と
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
就
任
初
年
度
の
２
０
１
９
年
度
の
売
上
は
、
前
年
度
の
１
７
０
億
円

か
ら
１
割
以
上
ダ
ウ
ン

の
１
５
０
億
円
に
な
り

ま
し
た
が
、販
売
店
の
皆

様
の
多
大
な
ご
尽
力
と
、

弊
社
社
員
の
頑
張
り
で
、

２
０
２
０
年
度
＝
１
６

０
億
円
、２
０
２
１
年
度

＝
１
７
２
億
円
と
回
復

で
き
、２
０
２
２
年
度
に

は
、
過
去
最
高
売
上
の

１
９
４
億
円
を
達
成
で

き
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
度

も
順
調
な
滑
り
出
し
を
見

せ
、社
長
就
任
時
の
目
標
で

あ
っ
た
２
０
０
億
円
を
上

回
る
２
１
０
億
円
を
達
成

で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
も
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
は「
市
場
開

拓
に
よ
る
拡
販
」と「
新
事

業
へ
の
挑
戦
」、「
技
術
開

発
」に
注
力
し
て
参
り
ま
し

た
。「
市
場
開
拓
に
よ
る
拡
販
」は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
様
へ
の
拡

販
に
努
め
、こ
の
分
野
の
売
上
を
２
・
５
倍
と
し
、ま
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
対
し
て
は
、
施
主
様･

事
業
主
様
へ
の
営
業
を
加
速
し

て
参
り
ま
し
た
。「
新
事
業
へ
の
挑
戦
」と
し
て
、
フ
ェ
ン
ス
メ
ー
カ

ー
様
と
協
業
を
進
め
、防
音
フ
ェ
ン
ス
等
と
弊
社
Ｔ
Ｐ
工
法
を
一
括

で
受
注
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
し
て「
技
術
開
発
」は
、Ｎ-

Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
拡
大
翼
の
開
発
と
杭
径
ア
ッ
プ
に
加
え
、高
強
度
材
の
使

用
を
可
能
に
し
、機
械
式
継
手
も
軌
道
に
乗
せ
て
参
り
ま
し
た
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え
、明
る
い
見
通
し
も
立
っ
て
い

ま
す
が
、反
面
、世
界
経
済
の
動
向
、資
材
の
市
況
、日
本
経
済
の
状

況
な
ど
、不
安
材
料
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
を
、皆
様

と
知
恵
を
出
し
合
い
、力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、若
者

た
ち
に
期
待
を
抱
い
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
る
業
界
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

弊
社
各
本
部
長
に
よ
る
現
況
説
明
、

今
後
の
課
題
、目
標
説
明

　
弊
社
の
６
本
部
の
本
部
長
が
行
っ
た
各
本
部
の
現
況
説
明
、新
商

品
・
新
技
術
説
明
、
今
後
の
課
題
や
目
標
の
説
明
な
ど
の
骨
子
の

み
を
紹
介
し
ま
す
。

●
営
業
本
部
長
　
高
浜
通

　
新
商
品
の
Ｎ-

Ｅ
Ｃ
Ｓ
パ
イ
ル
拡
大
翼
が
、
大
型
物
件
の
成
長
に

大
き
く
寄
与
。中
間
層
止
め
の
可
能
性
を
広
げ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

貢
献
。

●
開
発
本
部
長
　
入
江
弘
延

　
Ｔ
Ｐ
工
法
を
使
用
し
た
杭=

上
部
構
造
一
体
の
フ
ェ
ン
ス
事
業

の
拡
大
。脱
炭
素
事
業
事
業
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
市
場
開
拓
。土

木
分
野
の
協
業
を
増
や
し
、新
市
場
を
開
拓
。

　
２
０
２
２
年
２
月
１
日
〜
２
０
２
３
年
１
月
23
日

の
期
間
で
、
２
０
２
２
年
度
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
。
90
社
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
全

国
６
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
、
各
地
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
、
関
西
・
中
部
リ
ー
グ
１
位

の
サ
ン
テ
ク
ノ
株
式
会
社
様
が
獲
得
し
、
弊
社
社
長

の
丹
羽
よ
り
表
彰
状
と
賞
金
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
ご
挨
拶
は
、
西
日
本
・
九
州
地
区
販
売

店
会
で
は
、
サ
ン
テ
ク
ノ
の
代
表
取
締
役
・
山
本
眞

吾
社
長
、
東
京
地
区
販
売
店
会
で
は
、
西
東
京
リ
ー

グ
１
位
の
前
田
商
事
有
限
会
社
の
専
務
取
締
役
・
前

田
涼
様
、
東
日
本
地
区
販
売
店
会
で
は
、
北
海
道
・

東
北
・
新
潟
リ
ー
グ
１
位
の
株
式
会
社
北
雄
産
業
の

常
務
取
締
役
・
佐
藤
昌
平
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Baseball
Contest

2022年度

２
０
２
３
年
度
は
、売
上
２
１
０
億
円
を
目
指
し
好
発
進

リ
モ
ー
ト
で
過
ご
し
た
大
学
生
活

「
対
面
」
の
重
要
性
、
楽
し
さ
を
痛
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
塔  

麗

　
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
お
会
い
し
た
、
三
誠
の
皆
さ
ん
の

温
か
さ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
の
仕
事
に
関

す
る
お
話
か
ら
、
杭
で
建
物
や
社
会
を
支
え
る
業
務
内

容
に
、
強
く
興
味
を
感
じ
て
応
募
し
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
を
小
・
中
学
校
で
続
け
、
高
校
か
ら
は
フ

ッ
ト
サ
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
し

た
。
大
学
で
は
、経
営
学
部
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
攻
。

大
学
２
年
生
の
と
き
に
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
、
授

業
な
ど
す
べ
て
が
リ
モ
ー
ト
で
の
作
業
で
し
た
の
で
、

新
入
社
員
研
修
以
降
、
直
接
お
会
い
し
て
仕
事
が
で
き

る
こ
と
を
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
杭
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
は
、
経
験
も
知
識
も
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
反
面
、
す
べ
て
の
こ
と
が
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
、
先
輩
や
上
司
の
話
を
し
っ
か
り
メ
モ
に

と
り
、
帰
宅
し
て
か
ら
復
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、
友
人
と
の
サ
ウ
ナ
↓
ラ
ー

メ
ン
↓
ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ
の
３
点
セ
ッ
ト
で
す
。

資
格
取
得
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

会
社
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
野  

稜
太

　
中
学
校
で
は
野
球
部
、
高
校
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
、
大

学
で
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
ア
メ
フ
ト
で
足
を
負
傷
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
に
も
熱
中
し
ま
し
た
。

　
経
営
学
部
で
、
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
に
進
み
、

ゼ
ミ
で
は
地
域
創
生
を
学
び
、
地
域
の
タ
ク
シ
ー
会
社

と
提
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
農

家
の
方
を
集
め
て
縁
日
を
開
く
な
ど
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
接
客
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
流
行
後
は
、
釣
り
に
熱
中
。
サ
バ
、
サ
ケ
、

ホ
ッ
ケ
、
カ
レ
イ
、
ソ
イ
、
ア
ブ
ラ
コ
、
メ
バ
ル
な
ど

を
中
心
に
毎
週
末
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
会
社
に
釣
り

部
が
あ
る
の
で
、
入
部
し
て
本
州
で
の
釣
り
を
満
喫
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
資
格
取
得
を
目

指
し
、
誰
か
ら
も
頼
ら
れ
、
会
社
と
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
に
な
り
、
最
終
的
に
は
役
員
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

ス
ー
ツ
に
関
し
て
は
教
え
ら
れ
ま
す

仕
事
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
野  

航
平

　
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
、
14
年
間
サ
ッ
カ
ー
一
筋
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
観
光
産
業
学
科
で
、
環

境
に
配
慮
し
、
自
然
や
地
域
の
農
家
な
ど
と
触
れ
あ
っ
て

旅
行
を
す
る
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ゼ
ミ
や
授
業
で

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　
就
活
イ
ベ
ン
ト
で
、
数
社
の
仕
事
に
興
味
を
も
ち
ま
し

た
が
、
調
べ
て
い
く
内
に
、
三
誠
で
「
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
三
誠

の
皆
さ
ん
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
て
も
、
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
る
の
で
、
日
々
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

早
く
仕
事
を
覚
え
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
の
と
き
に
、
ス
ー
ツ
屋
で
４
年
間
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
た
の
で
、メ
ン
ズ
ド
レ
ス
の
知
識
が
あ
り
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
ま
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▲左から日塔 麗、又野 稜太、吉野航平

▲さらなる飛躍を願って全員で乾杯

▲西東京リーグ１位の前田商事の
前田涼専務と弊社社長・丹羽

▲北海道・東北・新潟リーグ
１位の北雄産業の佐藤昌平常務

◀MVP に輝いた
サンテクノの
山本眞吾社長（左）

MVPサンテクノ株式会社 様
西東京リーグ
１位　前田商事有限会社様
２位　総合地質株式会社様
３位　マックスコーポレーション株式会社様

東東京リーグ
１位　株式会社タケミ企画様
２位　京橋物産株式会社様

関東リーグ
１位　株式会社山井アーバンテクノス様
２位　日建工業株式会社様
３位　三建産業株式会社様

関西・中部リーグ
１位　サンテクノ株式会社様
２位　横井クレーン株式会社様
３位　ジャパンパイル株式会社 中部支店様

北海道・東北・新潟リーグ
１位　株式会社北雄産業様
２位　株式会社本久様
３位　藤村クレスト株式会社 新潟営業所様

中四国・九州・沖縄リーグ
１位　株式会社グランド技研様
２位　株式会社伊予ブルドーザー建設様
３位　山田商事株式会社様

ゴールデンクラブ賞
１位　ジャパンパイル株式会社 中部支店様
２位　株式会社伊予ブルドーザー建設様
３位　サンテクノ株式会社様

３
会
場
に
分
か
れ
て
４
年
ぶ
り
の
販
売
店
会
を
開
催

２
０
２
２
年
度

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

●
技
術
本
部
長
　
小
林
俊
夫

　
拡
大
翼
の
更
な
る
進
化
、
大

径
杭
に
よ
る
大
型
物
件
、
建
築

以
外
の
分
野
へ
の
提
案
。高
強

度
の
Ｓ
Ｔ
Ｋ
５
４
０
材
の
杭
で

水
平
抵
抗
力
を
増
大
。持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
製
品
開
発
。

●
設
計
本
部
長
　
野
中
勇
吾

　
多
様
な
製
品
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
、
最
適
な
杭
を
提
案
し

て
営
業
支
援
。新
技
術
関
連
情

今
年
は
３
名
が

増
強
さ
れ
ま
し
た
！

2022 年度
ベースボールコンテスト

最終結果

報
の
社
内
外
共
有
。Ｔ
Ｐ
工
法
を
活
か
し
た
新
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ

の
取
り
組
み
。

●
工
事
本
部
長
　
佐
藤
学

　
（
入
江
開
発
本
部
長
が
代
行
説
明
）

　
現
場
数
の
増
加
、稼
働
日
数
の
増
加
は
過
去
最
高
水
準
。Ｎ-

Ｅ
Ｃ

Ｓ
パ
イ
ル
拡
大
翼
の
登
場
で
、
高
ト
ル
ク
施
工
機
の
稼
働
が
増
加
。

嬉
し
い
反
面
、施
工
機
械
の
や
り
く
り
に
工
夫
が
必
要
。

●
購
買
本
部
長
　
高
橋
浩

　
２
０
２
２
年
度
に
、φ
３
１
８
・
５
以
上
の
大
径
杭
の
発
注
数
が

55
％
と
過
半
数
。製
作
工
場
の
ラ
イ
ン
新
設
、
設
備
自
動
化
に
よ
り

生
産
量
５
万
ｔ
体
制
の
確
立
。 本
年
９
月
か
ら
福
山
工
場
稼
働
予

定
。

新
戦
力

我
が
社
の

第２回：工務技術＆設計
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